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当会では、年度初めの役員会で今年度の活動テーマを決めます。今年度はコロナ禍の中で
DVや女性の貧困が増えているとの報道を受けて、DVや女性の社会的現況について研修し、私
たちに「今できること」を考え、行動を起こしていこうとの総意で上記テーマに決めました。
先ずは、DVについての意識調査を実施し373名の方にご協力いただくことができました。

第1回活性化セミナーではDVについて学び、第2回活性化セミナーでは、今できること、今や
らなければならないことの話し合いを予定しています。1月実施予定の連携ネットワーク懇談
会では、女性の貧困についての研修を企画しました。
ここでは、意識調査と第1回活性化セミナーについて報告いたします。
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今、できることを考えよう～



被害者が抱える悩みとは？
・暴力を離れてからの不安（生活、学校、仕事、世間体等）を抱え、
別れたくても別れられない。

・女性の貧困と性差別社会→経済的に自立が困難。
・DV被害女性を取り巻く二次被害。

・子供のためには両親がいるほうが良い。
・家庭を安らぎの場にするのが母親の役割。
・離婚が原因で子どもは不安定になり問題行動が起きる。

加害者の暴力を容認し、被害者を責める言説





お知らせ
ジェンダー平等に向けて、11月24
日の第2回活性化セミナーで「今、
できること」を皆で話し合いたい
と思います。講座に参加した人、
参加できなかった人を問わず多く
の方の参加をお待ちしています。





ジェンダーフリーの社会推進のために多くの人・団体の力を必要としています。
一緒に活動していただく人・団体を募集しています。
お気軽にご連絡下さい。
お問い合わせ 栃木県女性団体連絡協議会事務所 とちぎ男女共同参画センター内

電話028-665-7710 （火曜日 10：00～16：00）


